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ＣＧ－０００００９－Ｖ登録は、 新技術情報提供システムへの掲載期間満了 （平成

２９年４月 ２０日） につき、 国土交通省中国地方整備局の了解のもとに、 こちらへ申請情報の

画像のみ、 掲載しております。

本文中のＵＲＬ、 メールア ドレスへはリンクしておりませんのでご了承ください。

お問い合わせは、 弊社ホームページの 「お問合せ」 からお願いします。

令和元年１１ 月

日鉄ケミカル＆マテリアル株式会社

　　　　　　

コンポジット事業部
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新技術情報
技術名称 ＦＲＰグリッド増厚・巻立て工法 開発年 １９９７

副

　

題 ＦＲＰグリッドとポリマーセメントモルタルを用いる補修・補強工法 区分 エ法

情報提供の範囲 国土交通省のみ

　　　　　　　

国土交通省以外の公的機関

　　　　　　　　　　　

＊一般

分

　

類

レバ【ノレ１ レベノレ２ レバ（ノレ３ レバミノレ４

分類１ 道路維持修繕工 橋梁補修補強工 上・下面増厚工

分類２ 道路維持修繕工 トンネル補修補強工 その他

分類３ 橋梁上部工 鋼橋床版工

分類４

分類５

キー
ワード

＊安全・安心

　　　　　　　　　　　　　　　　

環境

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

情 報化

＊コスト縮減・生産性の向上

　　　　　　　　　

公共工事の品質確保・向上

　　　　　　　　　

景観
伝統・歴史・文化

　　　　　　　　　　　　　

リサイクル

自由記入

　

１吹付け

　　　　　　　　　

塩害 振動環境下での施工

開発目標

省人化

　　　　　　　　　　　

省力化

　　　　　　　　　　　　　

＊経済性の向上
施工精度の向上

　　　　　　

耐久性の向上

　　　　　　　　　　

＊安全性の向上
作業環境の向上

　　　　　　

周辺環境への影響抑制 地球環境への影響抑制
省資源・省エネルギ

　　　　　

品質の向上

　　　　　　　　　　　

リサイクル性向上
＊その他（施工性の向上

　

）

開発体制
単独

　

（産、 官、 学）

　　　　　　

＊共同研究 （産・産、

　　　

産・官、

　　　

＊産・学、

　　　

産・官・学）

騒 新日鉄住金マテリアルズ株式会社、奈良建設株式会社、極東興和株式会社、ＦＲＰグリッド工法研究会、ＲＣ構
造物のポリマーセメントモルタル吹付け補修・補強工法協会、群馬大、広島大、広島工大、武蔵工大

問合せ先

技術

会社 新日鉄住金マテリアルズ株式会社

担当部署 コンポジットカンパニー開発本部

　　　　　　　　　　　

１担当者

　　

－立石晶洋

郵便番号 〒１０４‐００６１

住所 東京都中央区銀座七丁目１６－３

ＴＥＬ ０３‐６８５９一３４４１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ＦＡＸ

　　　　

Ｉ０３‐６８５９‐３４４６

Ｅ一ＭＡＩＬ ｔａｔｅｉｓｈｉ，ｙｍ５，ａｋｉｈｉｒｏ＠ｎｓｍａｔ，ｎｓｓｍｃ．ｃｏｍ

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／ｗいハ～．ｎｃｋ．ｎｓｎｎａｔ．ｃｏＪｐ／

営業

会社 新日鉄住金マテリアルズ株式会社

担当部署 コンポジットカンパニー社会資本材料事業部トウシー卜部

　

１担当者

　　

１渡部修

郵便番号 〒１０４‐００６１

住所 東京都中央区銀座七丁目１６‐３

ＴＥＬ ０３‐６８５９‐３４４１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１ＦＡＸ

　　　　

－０３‐６８５９‐３４４６

Ｅ一ＭＡＩＬ ｗａｔａｎａｂｅ．ｅ５ｒ，ｏｓａｍｕ＠ｎｓｍａｔ．ｎｓｓｍｃ．ｃｏｍ

ＵＲＬ ｈｔｔｐ：／／い掴ｖｖ．ｎｃｋ．ｎｓｍａｔ．ｃｏＪｐ

問合せ先（その他）

会社 担当部署 担当者 郵便番号 住所 ＴＥＬ ＦＡＸ Ｅ－ＭＡＩＬ ＵＲＬ

良
設
式

奈
建
株
会
社

東京支店
長

佐藤
貢一

〒１０３‐
００２５

　　　　　　　

ー

京
中
区
本
茅
町
１２

東
都
央
日
橋
場

９

０３‐
３６６１‐
３２５１

０３‐
３６６１‐
３２５５

ｋｏ．ｓａｔｏｈ＠ｎａｒａ‐ｃｏｎｓｔ．ｃｏ」ｐ
ｈｔｔｐ：／／い夙内Ｍ．ｎａｒａ一

Ｃｏｎｓｔ．ｃｏｊｐ

日
住
マ
リ
ル

新
鉄
金
テ
ア

ＦＲＰグ
リツドエ
法研究会

谷口
硯士

〒１０４‐
００６１

京
中
区
座
丁

東
都
央
銀
七

０３一
６８５９‐
３４４１

０３‐
６８５９‐
３４４６

ｔａｎｉｇｕｃｈｉ．ｓ７ｎ．ｋｅｎｓｈｉ＠ｎｓｍａｔ．ｎｓｓｍｃ．ｃｏｍ ｈｔｔｐ：／／い胴～ｙ．ｆｒｐ一ｇｒｉｄ．ｃｏｍ／

ｍｅ：／〃Ｃ：川ｒｏｇｒａｍ％２０Ｆｉｌｅｓ％２０（ｘ８６）荊ｅｔｉｓｌｎｐ州ｅｗＴｅｃｈ，ｈｔｍ
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ズ株
式会
社

事務局 目
１６０３

東
和
式

極
興
株
会
社

営業本部
補修部

岡田
繁之

〒７３２‐
００５２

島
東
光

３１

広
市
区
町

０８２－
２６１－
１２０４

０８２－
２６１‐
１２６９

ｓｏｋａｄａ＠ｋｋｎ．ｃｏｊｐ ｈｔｔｐ；／／い蝋～．ｋｋｗｎ．ｎｅｔ／

新日
鉄住
金マ
テリ
アル
ズ株
式会
社

コンポ
ジツトカン
パニ一大
阪支店

銭本
三千
雄

〒５３０‐
００４７

大阪
府大
阪市
北区
西天
満３‐
５‐１０
オフイ
ス
ポー
ト４０６

０６‐
６３１４‐
５７５７

０６‐
６３１４‐
５７５５

ｍ－ｚｅｎｉｍｏｔｏ＠ｎｃｋ．ｎｓｍａｔ．ｃｏ」ｐ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｎｃｋ．ｎｓｍａｔ．ｃｏ」ｐ

概要（アブストラクト）※検索結果に表示する技術の概要です（全角１２７文字）

本技術は、補強材であるＦＲＰグリッドを、ポリマーセメントモルタルを使用して既設コンクリート構造物と一体化し補修・補強する技
術で、従来は、薄鋼板をアンカーボルトにより取付け、エポキシ樹脂注入で既設コンクリート構造物と一体化し補修・補強する技術
であった。

概要

①何について何をする技術なのか？
既設コンクリート構造物において、耐久性に優れた軽量のＦＲＰグリッドを吹付けポリマーセメントモルタル（以下ＰＣモルタルと呼ぶ）
によって既設コンクリート構造に一体化させ、補修・補強をおこなう技術である。

②従来はどのような技術で対応していたのか？
既設コンクリート構造物に、薄鋼板（ｔ＝４．５ｍｍ程度）をアンカーボルトにより取り付け、エポキシ樹脂を注入して既設コンクリートと一
体化させ、鉄板の表面に防錆目的の塗装を行なう技術で対応していた。

③公共工事のどこに適用できるのか？
・橋梁床版上面、下面、桁
・橋台、橋脚
・ボックスカルバート、水路構造物
・下水道
・トンネル（道路、鉄道、水路）
・下水処理場
・その他のコンクリート構造物
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工法概要図

技術のアピールポイント（課題解決への有効性）

ＯＦＲＰグリッドは、格子交差部を「クロスラミネート構造（軸筋を同一断面に配置）」としていることで、部材厚さが薄く、かつ高い交点
強度を有し、軽くて施工性にすぐれている。○連続繊維と樹脂により形成しているために、塩害などによる腐食がない。

ｍｅ：／／／Ｃ： ｒｏｇｒａｍ％２０Ｆｉｌｅｓ％２０（ｘ８６）佃ｅｔｉｓｌｎｐ個ｅｗＴｅｃｈ，ｈｔｍ
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①どこに新規性があるのか？（従来技術と比較して何を改善したのか？）
・耐腐食性に優れ、軽量で取扱いが容易であるＦＲＰグリッドを補強材として用いたこと。
・既設構造物と補強材を、ポリマーセメントモルタルにより一体化したこと。

②期待される効果は？（新技術活用のメリットは？）
・塩害、中性化による補強材の腐食がないために、維持費用を抑えることができる。
・ＦＲＰグリッドは軽量であるために、取付け作業が容易である。
（ＦＲＰグリッドＣＲ５‐５０の重量６３０ｇ／ＩＨ、薄鋼板ｔ＝４．５ｍｍ３５．３２ｋｇ／雨）
・表面塗装を必要とせず、仕上がり面がコンクリート表面と同等であるため、施工後の変状等の確認が容易である。
・施工後に損傷した場合、損傷箇所の部分補修が容易である。

○追記
ポリマーセメントモルタルの施工は吹付けのため、こて塗りに比べ施工性、作業効率が向上し、施工費が安価となる。また、コテ塗
りに比べ左官の技量に左右されないため品質が安定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＰＣモルタルとＦＲＰグリッドの特性

　　　　　

Ｐｃモルタ

　　　　　　

ＦＲＰグ
※

ド（炭 ＦＲＰグ１包
ド（アラミ

　

鉄筋

　　　　　　　　　　　　

ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ＳＤ２９５Ａ）

　　　　　

項 目

　　　　　

基準値

　　　　　　

項 目

　　　

圧縮強度（Ｎ／ｍｍ２）

　　

２７

　　　　

引張強度（Ｎ／ｍｍ２）

　　　

１４００

　　　　　　

１３００

　　　　　　

２９５

　　　

曲げ強度（Ｎ／ｍｍ２）

　　

６．０

　　　　　

許容引張強度

　　　　　

４６ｏ

　　　　　　　

４３０

　　　　　　

１６０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｎ／ｍｍ２）

　　　　

ヤング係数

　　

，５ｏｏｏ以下

　　

ヤング係数（Ｎ／ｍｍ２）

　　

ｌｏｏｏｏｏ

　　　　　　

５７０００

　　　　　

２０００００

　　　　

（Ｎ／ｍｍ２）

　　

付着強度（Ｎ／ｍｍ２）

　　

１．７

ＰＣモルタ

　

ノし
ＦＲＰグリッド（炭

　　

素）
ＦＲＰグリッド（アラミ

　　　

ド）

　

鉄筋
（ＳＤ２９５Ａ）

項目 基準値 項目

圧縮強度（Ｎ／ｍｍ２） ２７ 引張強度（Ｎ／ｍｍ２） １４００ １３００ ２９５

曲げ強度（Ｎ／ｍｍ２） ６．０
許容引張強度
（Ｎ／ｍｍ２）

４６０ ４３０ １６０

ヤング係数
（Ｎ／ｍｍ２）

１５０００以下 ヤング係数（Ｎ／ｍｍ２） １０００００ ５７０００ ２０００００

付着強度（Ｎ／ｍｍ２） １．７

適用条件

①自然条件
・日平均気温が、４～２５ｏＣを外れる場合は、暑中、寒中コンクリートとしての施工を行なう。
・降雨時は、ポリマーセメントモルタルの吹付け施工ができない。

②現場条件
・補強材の取付作業ができる作業空間として、既設構造物よりｌｍ程度の空間が必要である。
・補強材取付作業には作業機械を必要としない。ポリマーセメントモルタルの吹付け作業には、小型のポンプ（５０ｃｍ四方）及び小型
のミキサーを使用する。
・特に大型の作業機械を必要としないために、足場上での作業が可能である。

③技術提供可能地域
技術提供地域については制限なし。

④関係法令等
特になし。

適用範囲

新規性及び期待される効果

①適用可能な範囲
・補強材の引張強度

②特に効果の高い適用範囲
・補強材の引張強度１，４００Ｎ
・塩害環境地域において、而・

強度カーボン繊維）以下の範囲の補強レベルにおいて適用可能である。

Ｎ／ｍｍ２（高強度カーボン繊維）以下の範囲の補強レベルにおいて効果が高い。
耐久性の効果が高い。

③適用できない範囲
・補強材の引張強度１，４００Ｎ／ｍｍ２（高強度カーボン繊維）以上の補強レベルには適用できない。・補強材の引張強度１，４００Ｎ／ｍｍ２（高強度カーボン繊維）以上の補強
・漏水箇所では、ポリマーセメントモルタルの吹付け施工ができない。

④適用にあたり、関係する基準およびその引用元
・ＦＲＰグリッド増厚・巻立て工法によるコンクリートネ
究会

ンクリート構造物の補修・補強 設計・施工マニュアル（案）平成１３年４月ＦＲＰグリッド工法研

・道路橋示方書、同解説Ｎ下部構造編（Ｈ１４年３月社団法人日本道路協会）
・道路橋示方書、同解説Ｖ耐震設計編（Ｈ１４年３月 社団法人日本道路協会）
・コンクリート標準示方書、維持管理編（Ｈ１３年１月 土木学会）

ｍｅ：／／／Ｃ：／Ｐｒｏｇｒａｍ％２０Ｆｉｌｅｓ％２０（ｘ８６）肘ｅｔｉｓｌｎｐ／ＮｅｗＴｅｃｈ，ｈｔｍ
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・コンクリート標準示方書、構造性能照査編（Ｈ１４年３月 土木学会）
・コンクリート標準示方書、規準編（Ｈ１７年３月 土木学会）
・吹付けコンクリート指針（案）、補修・補強編（Ｈ１７年６月 土木学会）
・既設道路橋の耐震補強に関する参考資料（Ｈ９年８月社団法人日本道路協会）
・道路橋マネジメントの手引き（Ｈ１６年８月 財団法人海洋架橋・橋梁調査会）
・既設道路橋の耐震補強工法事例集（Ｈ１７年４月 財団法人海洋架橋・橋梁調査会）
・ポリマーセメントモルタル吹付け工法によるコンクリート構造物の補修補強設計・施工マニュアル（案）（Ｈ１２年９月 吹付け協会）

留意事項

①設計時
・ボックスのハンチ等での施工は、ＦＲＰグリッドの事前の曲げ加工が必要である。

②施工時
・既設構造物に漏水のある場合は、ひび割れ注入等の止水工が必要。
・ポリマーセメントモルタルの養生は、施工箇所に設置した温度計で温度管理を行い、土木学会コンクリート標準示方書に準拠し
て、冬季は日平均気温が４ｏＣ以上であること、夏期には２庁Ｃ以下であることを確認し施工する。これらの温度を外れる場合には土
木学会コンクリート標準示方書に準拠し、適切な暑中・寒中養生を行うものとする。

③維持管理等
特になし。

④その他
・ＦＲＰグリッドの曲げ加工には、約１ヶ月の期間を要する。

・コンクリート標準示方書、構造性能照査編（Ｈ１４年３月 土木学会）
・コンクリート標準示方書、規準編（Ｈ１７年３月 土木学会）
・吹付けコンクリート指針（案）、補修・補強編（Ｈ１７年６月 土木学会）
・既設道路橋の耐震補強に関する参考資料（Ｈ９年８月社団法人日本道路協会）
・道路橋マネジメントの手引き（Ｈ１６年８月 財団法人海洋架橋・橋梁調査会）
・既設道路橋の耐震補強工法事例集（Ｈ１７年４月 財団法人海洋架橋・橋梁調査会）
・ポリマーセメントモルタル吹付け工法によるコンクリート構造物の補修補強設計・施工マニュアル（案）（Ｈ１２年９月 吹付け協会）

活用の効果

比較する従来技術

　　　　　　　　　　

１鋼板接着工法

項

　

目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

活用の効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

比較の根拠

経済性

　　　　　　　　　

＊向上（１４．８４

　

％）

　　　　　　

同程度

　　　　

低下（

　

％） 労務費の低減

工

　

程

　　　　　　　　　

＊短縮（５０

　

％）

　　　　　　　

同程度

　　　　

増加（

　

％） 補強材取付の工程

品

　

質 向上

　　　　　　　　　　　　

＊同程度

　　　　

低下

安全性

　　　　　　　　　

＊向上

　　　　　　　　　　　

同程度 低下

　　　　　　　

補強材の重量

施工性

　　　　　　　　　

＊向上

　　　　　　　　　　　

同程度 低下

　　　　　　　

補強材の重量

周辺環境への 向上

　　　　　　　　　　　　

＊同程度 低下
影響

　　　　　　　　　　

向上

　　　　　　　　　　　　

同程度

　　　　

低下

　　　　　　　　　　

向上

　　　　　　　　　　　　

同程度

　　　　

低下

コストタイプ

　　　　　　　

並行型：Ｂ（＋）型

活用の効果の根拠

　　　　　　　　　　　　　　

基準と
旦
する数

　　　

，ｏｏ

　　　　　

単位

　　　　　　

ｍ

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

新技術

　　　

従来技術

　　

変化値（％）

　　　　　　　　　　　　　　

経済性

　　　

４００９０３３．５

　

円

　　

４７０７９００

　

円

　　　

１４．８４

　

％

　　　　　　　　　　　　　　

工程

　　　　　　　

１０

　

日

　　　　　

２０

　

日

　　　　　

５０

　

％

　　　　　　　　　　　　　　　　

変化値；マイナスの場合は、低下を示す。

◎新技術の内訳

　

項目

　　　　　

仕様

　　　　　　

数量 豊

　

潤轡 金額（円）

　

摘要

　

下地処理 バキュームブラスト

　　　　　　　　　

ーｏｏ

　

ｒ

　

Ｈ

　　

６３００

　　　　　

６３００００

　

ＦＲＰグリッド取付工

　　　　　　

ＣＲ５‐５０

　　　　　　　　　　　　　　

１ｏｏ

　

ｎ

　

ｆ １５３７５

　　　　

１５３７５００

　

吹付けエ

　　　　　　　　　　　

サーブー５

　　　　　　　　　　　　　

１，３

　　

ｍ３

　

１４０９２３５

　　　

１８３２００５．５

　

プライマー

　　　　　　　　　　

アクリル系エマルジョン

　　　　　　　

６

　　

ｋｇ

　　

ｌｏｏ０

　　　　　

６０００
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合計：４００９０３３．５

　

円／ｌｏｏ

　

ｎ

　

ｆ

　

あたり

　　　　　　

…．

　　

…｛…

　

…，…”酬，間パ

　

ハ

　　　　　　　　　

．，

　　　　　　

●，－｛●●｛▲

　　　　　　

．′●￥

　　　　　

”摺”ｗ

　

・一

　　　　　　　　　　　　　

脈～・〃・「・【

　

“

　

．・・－－

　

・●・●・

　　　　　

′－－－－

　

・」ん・－｛｛｛

　　　　　　

●”●

　　　　　　

ふー

　　　　　

ト

　

．

　　

んＭ．

　

｛欄間「

　

′“｛●…

　

”′

　

・′′耕

　

一・

　　　　　

川船Ｍ・・〃”・」－｝

　

「●～′｛●

　　　　　　　

・－

　

｝－●

　

｛｛′●・川棚

　

禍

◎従来技術の内訳

項目 仕様 数量 単
位

単価
（円）

金額（円） 摘要

鋼板接着工 鋼板厚ｔ；４．５ｍｍ工場製作 １００ ｍ２ ８７５６ ８７５６００

鋼板接着工 工場塗装 １００ ｍ２ ３０７ ３０７００

鋼板接着工 現場接着 １００ ｍ２ ３６３２８ ３６３２８００

鋼板接着 現場塗装 １００ ｍ２ １６８８ １６８８００

合計：４７０７９００

　

円／１００

　

雨

　

あたり

施工単価

施工条件福岡県床版補強
積算年度 平成１８年
積算基準ＦＲＰグリッド工法研究会平成１２年１２月ＦＲＰグリッド増厚・巻立て工法によるコンクリート構造物の補修・補強 積算資料
積算条件施工数量は、１０ＯＭ以上を対象としている。作業時間は昼間作業で実働７時間を標準にしている。下地処理費、諸経費、
は別途必要。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ＦＲＰグリッド増厚工法施工単価（単位：円月雨）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

グリッドタイプＣＲ４増厚ｔ＝１２．５ｍｍ

　　　

グリッドタイプＣＭＲＩ９増厚ｔ＝２４．ｏｍｍ

　　　　　　

ＦＲＰグリッド取付工

　　　　　　　　　　　

７，９００

　　　　　　　　　　　　　　　

１４７，７００

　　　

ポリマーセメントモルタル吹付け工 １６，７００

　　　　　　　　　　　　　　　　

３２，０００

　　　　　　　　　

計

　　　　　　　　　　　　　　　

２４，６００

　　　　　　　

～

　　　　　　　

１７９，９００

　　　　　　　　　　　　

歩掛り表あり（標準歩掛

　

，暫定歩掛

　

，＊協会歩掛

　

，自社歩掛

　

）

グリッドタイプＣＲ４増厚ｔ＝１２．５ｍｍ グリッドタイプＣＭＲＩ９増厚ｔ＝２４．ｏｍｍ

ＦＲＰグリッド取付工 ７，９００ １４７，７００

ポリマーセメントモルタル吹付け工 １６，７００ ３２，０００

計 ２４，６００ １７９，９００

施工方法
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三′；てき‐
ｒ・三一灘醇鴬濁

　　 　　　

施

　

工

　

前
ーにｒ

　

－Ｍｒ

　

ｙ”も；；〆

　　

‐：”－

　

－－；認キー－Ｔ窄観デー〆－ーー

　　　

　　

　

　三
島【総
轄　　

も
ヤ

　　　

１
－

　

、
二
，
．、．

　
　　
　
　　
　

一

　　

：

下

　

地

　

処

　

理

　
　
　

１ｌｉ′
「

　　　

‐磁

秤モＰグリッド取付状況

　　　　

　　

キーーにて雲霧き

，
′

　

ｌ

モルタル吹付状況

　
　　
　　　　

　　

滋、ごま

．・′－－・‐テー

　

‐・

　

▲≠‐Ｌ’Ｊ－ミー，：‘－：津

完

　

了
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施工フロー図

残された課題と今後の開発計画

①課題
耐震補強に対する研究

②計画
平成１８年１１月 実証実験を実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実績件数

　　　　　　

国土交通省 その他公共機関

　　　　　　　　　　　　　　

民間等

　　　　　　

６

　

件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１４ 件

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３

　

件

施工フロー図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国土交通省における施工実績

　　　　　

工事名

　　　　　　　　

事業種類

　　

地方整備局名

　　　

事業所名

　　　

施工開始 施工終了

　　

ＣＯＲＩＮＳ登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

録 ＮＯ．

笠掛樋門外２件函体補強応急対

　

一般工事

　　　

九州地方整備

　

佐伯河川国道

　

２００２／，２／，９

　

２００３／０４／３０

　

，０９６一６９０６Ｕ
策工事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

局

　　　　　　　

事務所

宮浦橋上部工補修工事

　　　　　

一般工事

　　　

九州地方整備

　

宮崎河川国道

　

２００４パー／０２

　

２００５／０５／３， ，，５，－５４８８Ｖ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

局 事務所

繋暴露鰯 膿葦工事の内相 －般工事

　

ｒ地方整備 炉国道事務 ・９９９／ｏ９／・３ １９９９／・・／・３

畢内樋Ｐ弓函体補修外応急対策工 技術活用パイ 九州地方整備 佐伯河川国道

　

加４／・２／ｏ８ ｍｏ５／鱗／３１

　　　　　　　　　　　　　

ロット

　　　　　

局 事 務所

浜脇地区管渠補修工事

　　　　　

技術活用パイ

　

九州地方整備

　

大分河川国道

　

２００２／，２／０３

　

２００３／０３／２０

　　　　　　　　　　　　　

ロット

　　　　　

局 事務所

平成１４年度１号静清飯田高架橋

　

技術活用パイ

　

中部地方整備

　

静岡国道事務

　

２００３／０３／，９

　

２００４／０２／，３
上部工工事

　　　　　　　　　　　

ロット

　　　　　

局

　　　　　　　

所

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国土交通省以外の施工実績

　　　　　　

工事名

　　　　　　　　

発注者（種別）

　　　

発注者（事務所）

　　　

施工開始 施工終了

　　

ＣＯＲＩＮＳ登

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

録 ＮＯ．

１成１３年度大野川第曙橋梁補修工

　

公共機関

　

大分県道路公社

　　　

加 駒釧 棚 叫 叫 旧 蹴 佃１６ｗ

ｒ 像年度大野川第４号橋梁補修工

　

公共機関

　

大分県道路公社

　　　

加 施ｍ 輔 Ｗ 叫 狛 鰍 樹５２Ｑ

，５用排（大）大寒水路工事

　　　　　　　

公共機関

　　　

大分県大分地方振興振興

　　

２００３／，。／０， ２００４／０３／，５

　

，，２，一２８９，Ｘ

　　　　　　　　　　　　

局

１４用排（大）大寒水路工事

　　　　　　　

公共機関

　　　

大分県大分地方振興局

　　　

２００２月０／０１

　

２００３／０３月５

　

１０８９‐１３５２２

ｒ怖年度大野川第曙橋梁補修工

　

公共機関

　

大分県道路公社

　　　

加卿加 蜘 脚研 狛 倣細６３Ｖ

１６用排（大）大寒水路工事

　　　　　　　

公共機関

　　　

大分県

　　　　　　　　　　

２００４／０９／２９

　

２００５／０３月２

　

１１４７‐６１５５Ｙ

１７用排（大）大寒２期水路工事

　　　　　

公共機関

　　　

大分県

　　　　　　　　　　

２００５月０／０１

　

２００６／０３月４

　

１１７４－５０６５Ｒ

平成１６年度構造物補修工事

　　　　　　

公共機関

　　　

福岡市交通局

　　　　　　　

２００５／０２／０９

　

２００５／０３月５

　

１１５９‐３２０２Ｕ

指宿山川間第二成川トンネル覆工修繕

　

民間

　　　　　

ＪＲ九州株式会社

　　　　　

２０００／０１／０１

　

２０００／０３／２１
工事

生見．薩摩今和泉間瀬崎トンネル覆工

　

民間

　　　　　

ＪＲ九州株式会社

　　　　　

２０００／０２／０１

　

２０００／０３／２０修繕工事

ぎ 原発電所小松川付替水路修繕工 民間

　　

九州電力大分支社

　　

１９９９／ｏ８／２３ １９９９／Ｏ９／１４

殿 繁 鰯雲護慶事処理場第２汚公共機関

　

覇屡荒川右岸流域下水道・鱒臓／ｏｌ・９９９／脚ｏ５

芝公園下水道補修

　　　　　　　　　　

公共機関

　　　

東京都下水道局

　　　　　　

１９９９／０９／０６

　

１９９９月０月０

渋谷区代々木一丁目付近管渠補修工 東京都下水道局中部管理事渋谷区代々木一丁目付近管渠補修工 東京都下水道局中部管理事
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事

　　　　　　　　　　　　　　　　　

公共機関

　　　

務所

　　　　　　　　　　　

１９９８／０８／０１

　

１９９８／０８／２５

港区愛宕一丁目付近管渠補修工事

　　

公共機関

　　　

東京都下水道局中部管理事

　

，９９８／，，／０， ，９９８／，，／３０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

務所

暴露 豊 島二Ｔ目・四Ｔ目付近管渠

　

公共機関

　

麟 欝 水道局北部第－管 概蜘・／２２ 醐 ｍ３／２４

暴露 竪 浅草－丁目、寿二丁目管渠

　

公共機関

　

驚 鰯 水道局北部第一管 醜８／・ｏ／２４ ・９９９崩／ｏ・

事 公共機関

　　　

務所

　　　　　　　　　　　　

１９９８／０８／０１

　

１９９８／０８／２５

特許・実用新案

　

種 類

　　　　　　　　　　

特許の有無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許番号

　

特 許

　　

有り 出願中

　　　

出願予定

　　　

＊無し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施権 通常実施権

　　　　　　　　　

専用実施権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許権者

　　　

特許番号

　　　　　　　　　　　　　

実施権者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許料等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施権 通常実施権

　　　　　　　　　

専用実施権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許権者

　　　

特許番号

　　　　　　　　　　　　　

実施権者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許料等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施権 通常実施権

　　　　　　　　　

専用実施権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許権者

特 許 詳 細
特許番号

　　　　　　　　　　　　　

実施権者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許料等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施権 通常実施権

　　　　　　　　　

専用実施権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許権者

　　　

特許番号

　　　　　　　　　　　　　

実施権者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許料等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施権 通常実施権

　　　　　　　　　

専用実施権

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許権者

　　　

特許番号

　　　　　　　　　　　　　

実施権者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許料等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

実施形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

問合せ先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

特許の有無

実用新案

　

有り 出願中

　　　　　　　　　　　

出願予定

　　　　　　　　　　　　　　

＊無し

　　　

端午番号１

　　　　　　　　

ー 実施権 １通常実施権

　　　

専用実施権

　

備考
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建設技術審査証明 建設技術評価

証明機関

番

　

号

証明年月日

ＵＲＬ

その他の制度等による証明

制度の名称

番

　

号

証明年月日

証明機関

証明範囲

ＵＲＬ

第三者評価・表彰等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

評価・証明項目と結果

　　　

証明項目

　　　　

１

　　　　　　

試験．調査内容

　　　　　　

１

　　

結果

実験等実施状況

・床版の輪荷重走行試験（Ｈ１２年建設省土木研究所）
ＦＲＰグリッド増厚工法の補強効果の実証実験であり、床版コンクリート載荷試験の中でも最も過酷な試験である移動輪荷重走行
試験。
昭和３９年の鋼道路橋示方書で作製されたＲＣ床版を、ＦＲＰグリッド増厚工法で補強し、輪荷重走行試験を実施した。
補強前に１５７ＫＮで３４００回の走行で損傷し変位が、８ｍｍであった。その後ＦＲＰグリッド増厚工法で補強した。施工後養生期間中も
７０ＫＮで２０万回の走行をおこなった。養生後、１５７ＫＮの載荷では３ｍｍまで変位が低減されている。また、１５７ＫＮ３４００回で初期損傷
した床版が、補強後は破壊荷重が２３５ＫＮ、走行回数１７万２千回までのびている。補強効果が確認された実験の一つである。
１万回の走行が１年分の走行荷重に匹敵する。

　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　

　

　　

　　

　

　

　　　　

　　

　　　　　

　　
　 　　　

　　　　　　　　　　

　 　 　

　　　　　　　　

　

　

　　

　

　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

初期損値
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－－●“－’……▼本闘窮”””トリ…●”二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ａ３５一ｄＮ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｅ．Ｏ

　

Ｆ………－．”“””…”．”－”“…．▲－”．…”…““‐．－－‐．－．．◆，．－－…－……．．－－．▼”………“”…「－－－．“‐”“．‐

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

　　

　　　
　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｏ．０ーー

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｄ

　　　　

臥０１～～棚０

　　

１ｏｆｏｌ～ｄｏ

　

１５以０ｌｄ○

　

２

　

ｉ締１０００

　

２５０～αα０

　

朝霞～^Ｘ１‐０

　

３５００００

　

４α０１～ｒＶｎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

走行国政

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

変位と走行回数との関係（初期損傷・養生・本頓荷）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

輪荷重走行試験及び結果

添付資料

・ＦＲＰグリッド増厚・巻立て工法によるコンクリート構造物の補修・補強 設計施工マニュアル（案）・ＦＲＰグリッド増厚・巻立て工法によるコンクリート構造物の補修・補強 設計施工マニュアル（案）
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・ＦＲＰグリッド増厚・巻立て工法によるコンクリート構造物の補修・補強 積算資料
・ＦＲＰグリッドパンフレット（サングリッド，トウグリッド）
・吹付け用モルタルパンフレット（サーブ１５、サーブ１５Ｄ）
・補修・補強工法パンフレット

参考文献

道路橋床版の輪荷重走行試験における疲労耐久性評価手法の開発に関する共同研究報告書平成１１年１０月

その他（写真及びタイトル）
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